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L／Ｄ比による転倒しやすさ係数α＝（Ｌ－Ｄ）/√（Ｌ２＋D2）   Ｌ/D＝4.5のとき α＝0.76 (背の高いタンス)                   L/D＝3 のとき  α＝0.63（ハイチェスト） 

                                                                     4のとき  α＝0.73（普通のタンス）                   2.5のとき α＝0.56（ローチェスト） 

                                                                     3.5のとき α＝0.69（同上         ）                 2のとき  α＝0.45（同上    ） 

 

 



 L/D比による転倒モーメント図式   及び 転倒防止具に必要な保持力                                         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 L/D比による転倒しやすさ係数： α                       普通の家庭の家具重量目安（中身入り） 

 L/D=4.5のとき α＝０．７６ 背の高いタンス、食器棚  ３のとき  α＝０．６３ チェスト、冷蔵庫  タンス：150kg     食器棚：150kg 小：１００kg 

    ４のとき  α＝０．７３ 普通のタンス      ２．５のとき α＝０．５６ ローチェスト       ハイチェスト：１００ｋｇ   冷蔵庫：100kg 

    ３．５のとき α＝０．６９ ハイチェスト      ２のとき   α＝０．４５ 同上       チェスト：75kg      本棚：大 150kg 中 100kg  小 ５０ｋｇ 

                                                                                               ローチェスト：６０ｋｇ 


